












Pasturing and pasturing hygiene in Tohoku region in Japan 
Yutaka TERADA 
東北地方には全国 761ヵ所の公共牧場のうち 236ヵ所 (31%)があり， 2万 l千頭
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一途をたどり ，全国で昭和 60年の 13.4万haから平成7
年には 24.4万ha, 平成 17年38.6万ha, 平成22年39.6
Bull. Natl. Inst. Anim. Health No.120. 49-56 (February 2014) 
東北における放牧と放牧衛生 51 
写真2.水田畑の跡地を利用した小規模放牧 （青森県）


















































れぞれの発生率は肺炎 ・気管支炎 51%, 小型ピロプラズ
マ病 46%,下痢 42%,趾間腐爛 40%,皮隋真菌症 16%,
繁殖障害 14%であった。一方平成20年の調査では小型
ピロプラズマ病以外の疾病として乳用牛では皮膚真菌症
39%, 繁殖障害 21%, 外傷 21%, 肉用牛では下痢 32%,







ダニ類の発生がある放牧場は 80% (全国 74%), 牛体に
殺ダニ剤を使用している放牧場は 89% (全国 80%) と
いずれも全国平均よりも高い傾向がみられた。著者が平
成 17年に東北 6県の協力を得て行った 139放牧場にお




あった 9)。さらに，平成 20年の動物衛生研究所の調査 13)
Bul. Natl. Inst. Anim. Health No.120. 49-56 (February 2014) 
写真5. 放牧衛生検査（左 ：青森県，右：秋田県）
で小型ピロプラズマ病の被害があると答えた放牧場は東
北地方で 33%(全国 31%), 感染牛の治療を行っている
放牧場は東北地方で 30% (全国 28%), ダニ駆除を行っ
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